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１ 審議会への諮問及び答申 
 

１．諮問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ １ 審議会への諮問及び答申 
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２．答申 
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２ 第二次志木市将来ビジョンの策定体制 
 

１．策定体制 

 

  

１ ２ 第二次志木市将来ビジョンの策定体制 

市長 市議会 

第二次志木市将来ビジョン等 

策定委員会 
 

市長、副市長、教育長、 

総合行政部長、総務部長、 

市民生活部長、福祉部長、 

子ども・健康部長、都市整備部長、 

市長公室長、会計管理者、 

上下水道部長、議会事務局長、 

選挙管理委員会事務局長 

兼監査委員事務局長、 

教育政策部長 

 

第二次志木市将来ビジョン等 

策定委員会 幹事会 
 

行政管理課長、人事課長、 

財政課長、市民活動推進課長、 

共生社会推進課長、子ども支援課長、 

都市計画課長、政策推進課長、 

会計課長、上下水道総務課長、 

議会事務局次長、 

選挙管理委員会事務局次長兼 

監査委員事務局次長、 

教育総務課長 

志木市総合振興計画 

審議会 

 

・市議会の議員 

・行政委員会の委員 

・識見を有する者 

・公募による市民 

庁内各担当課 

事務局：政策推進課 

第一次志木市将来ビジョンの評価・分析 

意見公募手続制度 

（パブリックコメント） 

諮問・答申 議決 

意見反映 

意見聴取・考慮 
基礎資料 

市民ワークショップ 

市民意識調査 
＜市民向け(18歳以上）、子育て世帯向け＞ 
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２．志木市総合振興計画審議会 名簿 

（敬称略、◎会長、〇副会長） 

選出区分   選出内訳/地域等 氏 名 

第 1号委員 市議会の議員 1 議長 今村 弘志 

  2 副議長 吉澤 富美夫 

第 2号委員 行政委員会の委員 3 教育委員 岩澤 千惠子 

  4 農業委員 田中 滿男 

第 3号委員 識見を有する者 5 町内会連合会 竹前 榮二 

  6 商工会 関口 清久 

  7 (社)朝霞青年会議所 髙橋 大輝 

  8 武蔵野銀行志木支店 岡田 明彦 

  9 十文字学園女子大学 ◎星野 敦子 

  10 連合埼玉朝霞・東入間地域協議会 正能 武 

  11 社会福祉協議会 中村 勝義 

第 4号委員 公募による市民 12 幸町 碇 俊美 

  13 柏町 大貫 結子 

  14 幸町 〇大村 相基 

  15 本町 小笠原 順子 

  16 本町 木下 武三 

  17 中宗岡 久保 大地 

  18 下宗岡 白川 美津江 

  19 下宗岡 那須 博志 

  20 上宗岡 抜井 貴之 

  21 柏町 松澤 真衣 

  22 本町 松波 雪枝 

 

 

  



 

 120 

資料編 

 

３．第二次志木市将来ビジョン等策定委員会 名簿 

令和７年４月１日現在 

役 職 職 名 氏 名 備 考 

委 員 長 市長 香川 武文  

副委員長 副市長 櫻井 正彦  

〃 教育長 柚木 博  

委 員 総合行政部長 外立 健一  

〃 総務部長 豊島 俊二  

〃 市民生活部長 石塚 匠  

〃 福祉部長 中村 修  

〃 子ども・健康部長 清水 裕子  

〃 都市整備部長 滝田 和浩  

〃 市長公室長 松井 俊之  

〃 会計管理者 川幡 和広  

〃 上下水道部長 青木 裕一  

〃 議会事務局長 山崎 仁  

〃 
選挙管理委員会事務局長

兼監査委員事務局長 
篠崎 勉  

〃 教育政策部長 今野 美香  

４．第二次志木市将来ビジョン等策定委員会幹事会 名簿 

令和７年４月１日現在 

役 職 部 局 職 名 氏 名 備 考 

幹 事 総合行政部 行政管理課長 深町 仁至  

〃 〃 人事課長 尾﨑 誠一  

〃 総務部 財政課長 伊東 大祐  

〃 市民生活部 市民活動推進課長 佐野 由美子  

〃 福祉部 共生社会推進課長 髙山 佳明  

〃 子ども・健康部 子ども支援課長 清水 陽子  

〃 都市整備部 都市計画課長 園原 紘佑  

幹事長 市長公室 政策推進課長 松田 淳  

幹 事 会計課 会計課長 川幡 和広  

〃 上下水道部 上下水道総務課長 佐藤 英樹  

〃 議会事務局 議会事務局次長 小日向 啓和  

〃 
選挙管理委員会事務局 

監査委員事務局 

選挙管理委員会事務

局次長兼監査委員事

務局次長 

神田 浩 

 

〃 教育政策部 教育総務課長 成田 樹哉  
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３ 第二次志木市将来ビジョンの策定経過 
 

 

年 月 日 概   要 

令和６年 ４月 １日 第二次志木市将来ビジョン策定方針決定 

令和６年 ９月 ２０日 

市民意識調査実施 

 対象：１８歳以上の市民 3,000 人 

 調査期間： ９月２０日(金)から１０月１８日（金）まで 

子育て世帯向けアンケート調査実施 

 対象：市内で小学校６年生までのお子さんを育てられている 1,500 世帯 

 調査期間： ９月２０日(金)から１０月１８日（金）まで 

令和６年 １１月 6 日 
市民ワークショップ開催 

 実施期間：１１月６日(水)から１１月２８日(木)まで 

令和６年 １２月 １６日 

第一次志木市将来ビジョン評価・分析、第二次志木市将来ビジョン策定に

係る各課ヒアリング実施 

 実施期間：１２月１６日(月)から１２月２５日(水)まで 

令和７年 ３月 ２７日 志木市総合振興計画審議会 第１回会議 

令和７年 ４月 １５日 第二次志木市将来ビジョン等策定委員会幹事会 第１回会議 

令和７年 ４月 ２２日 第二次志木市将来ビジョン等策定委員会 第１回会議 

令和７年 ５月 ２日 
志木市総合振興計画審議会 第２回会議 

第二次志木市将来ビジョン（第六次志木市総合振興計画将来構想） 諮問 

令和７年 ５月 ７日 第二次志木市将来ビジョン等策定委員会幹事会 第２回会議 

令和７年 ５月 １２日 第二次志木市将来ビジョン等策定委員会 第２回会議 

令和７年 ５月 ２７日 志木市総合振興計画審議会 第３回会議 

令和７年 ６月 １１日 第二次志木市将来ビジョン等策定委員会幹事会 第３回会議 

令和７年 ６月 １７日 第二次志木市将来ビジョン等策定委員会 第３回会議 

令和７年 ６月 ２４日 志木市総合振興計画審議会 第４回会議 

令和７年 ７月 ２８日 第二次志木市将来ビジョン等策定委員会幹事会 第４回会議 

令和７年 ８月 ４日 第二次志木市将来ビジョン等策定委員会 第４回会議 

令和７年 ８月 ７日 
志木市総合振興計画審議会 第５回会議 

第二次志木市将来ビジョン（第六次志木市総合振興計画将来構想） 答申 

令和７年 ８月 １９日 庁議 

令和７年 ９月 １日 

第二次志木市将来ビジョン（第六次志木市総合振興計画）（素案）について

の意見公募実施 

 募集期間：９月１日（月）から９月３０日（火）まで 

令和７年 １１月 １１日 庁議 

令和７年 １１月 ２５日 市議会令和７年１２月定例会上程（第８３号議案）・議決 

 

来ビ ３ 第二次志木市将来ビジョンの策定経過 

４ 
 

来ビジョン用語解説 
 

用語解第１ 
 

４ 
 

来ビジョンの策定経過 

 
 

用語解説 
 

１ 
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４ 市民参画 
 

１．市民意識調査 

（１）調査目的 

市政運営の羅針盤となる第二次志木市将来ビジョン（第六次志木市総合振興計画）の策定に

あたり、これまでの取組への評価や将来のまちづくりの方向性、市政について、市民から幅広い

意見・要望を聴取し、計画策定の基礎資料とすることを目的とする。 

 

（２）調査概要 

調査地域 志木市全域 

調査対象 １８歳以上の市民 3,000 人 

調査方法 無作為抽出による郵送配布、郵送回収またはインターネット回収 

調査期間 令和６年９月２０日（金）～令和６年１０月１８日（金） 

回収結果 
有効回収数 929 件（うちインターネット回答 235 件） 

回収率 31.0％ 
 

（３）結果概要 

① 定住意向 

▪ 全体の定住意向は 72.0％と高く、特に６０歳代以上は「ずっと住み続けたい」が最も多い。 

▪ 住み続けたい理由として、本町、幸町、館、柏町は「交通の便がよい」が多く、上宗岡、中宗岡、

下宗岡では、「居住環境」や「自然環境」のよさがあげられている。 
 

■ 定住意向（単一回答） 

 
 

■ 住み続けたい理由（複数回答） 《非該当：２６０件を除く》 

 

１ ４ 市民参画 
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② 市民力 

▪ 地域活動への参加は、年齢別・地域別にみても、ほとんどの属性で「まったく参加していない」

が最も多く、参加していない理由としては、「参加する時間がない」ことが多くあげられる。７０

歳代以上では「参加するきっかけがない」こともあげられており、退職者への情報提供などの

きっかけづくりが求められる。 

▪ 市民力を生かしたい活動として、全体では「自然環境の保全や美しい景観づくり活動」が多く、

２０歳代では「地域の子育て・青少年育成活動」が、３０～４０歳代では「趣味や経験を生かした

文化・教育・スポーツなどの分野での活動」が、５０～６０歳代では「高齢者世帯への支援や見

守り活動」が、７０歳代以上では「健康づくりに関する活動」が多くなっている。 
 

■ 地域活動の参加状況（単一回答） 

 
 

■ 参加していない理由（単一回答） 《非該当：２２０件を除く》 

 
 

■ どのような地域活動で「市民力」を生かしたいか（複数回答） 

  

総数

健康づくりに関する活動

地域の災害対策・防犯活動

高齢者世帯への支援や見守り活動

地域の子育て・青少年育成活動

特に参加したい活動はない

その他

無回答 49 5.3%

志木市の魅力を子どもや若い世代に伝える活動 53 5.7%

208 22.4%

48 5.2%

81 8.7%

障がいのある人やその家族への支援活動 69 7.4%

市政に対して積極的に意見や提案をするなどの活動 56 6.0%

地域のイベントなどの企画・実施などの活動 99 10.7%

公園などの公共の場所の管理や清掃活動 90 9.7%

151 16.3%

151 16.3%

ごみの分別や省資源などの環境活動 103 11.1%

自然環境（河川や緑地など）の保全や美しい景観づくり活動 204 22.0%

186 20.0%

趣味や経験を生かし、文化・教育・スポーツなどの分野での活動 179 19.3%

929 100.0%

22.0 

20.0 

19.3 

16.3 

16.3 

11.1 

10.7 

9.7 

8.7 

7.4 

6.0 

5.7 

22.4 

5.2 

5.3 

0% 20% 40%

n=929
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③ 施策の満足度 

▪ 全体では「ごみ収集やリサイクル活動」の満足度が高く、地域別にみると、館では「公園や広場

の整備」、「環境対策」、「公民館・図書館などの施設やサービス」の満足度が高い。 

▪ 一方、不満度が高い施策として、「歩行環境の整備」、「公共交通施策」、「身近な生活道路の

整備」、「文化・芸術に接する機会・場所」、「水害対策」、「地域の医療施設」があげられる。 

▪ 施策の総合的な満足度は、性別、年代、地域を問わず、「どちらでもない」という意見が多く、

更なる改善が必要。 
 

■ 都市基盤に関する満足度（単一回答） 

 
 

■ 地域環境に関する満足度（単一回答） 

 
 

■ 教育・文化に関する満足度（単一回答） 
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■ 健康・医療・福祉に関する満足度（単一回答） 

 
 

■ 子育てに関する満足度（単一回答） 

 
 

■ 産業に関する満足度（単一回答） 

 
 

■ まちづくり・行政サービスに関する満足度（単一回答） 
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■ 施策の総合的な満足度（単一回答） 

 

 

④ 重点的に取り組むべき施策 

▪ 全体では、「防災・防犯施策」が最も多く、次に「高齢者施策」が続いている。 

▪ 地域別にみると、すべての地域で「防災・防犯施策」が最も多く、中宗岡・館・柏町では特にそ

の割合が高い。 

▪ 年齢別にみると、１０歳代では「学校教育施策」が、３０歳代では「子育て支援施策」が、２０歳代

と４０～７０歳代では「防災・防犯施策」が、８０歳以上では「高齢者施策」が最も多くなっている。 
 

■ 重点的に取り組む施策分野（複数回答） 

 

 

⑤  市政運営 

▪ 市政への関心度は全体で５０％程度。 

▪ 意見や要望の反映は、「どちらともいえない」が年代・地域を問わず多くなっているため、更な

る改善が必要。 

▪ 特色ある事業・制度の認知度は、全体的に「志木市いろはウォーキングコース」が高いほか、年

齢別では８０歳以上で「デマンド交通」が、地域別では、館で「ふれあい館『もくせい』」が高い。 

▪ 普段の買い物の場所は、年代・地域を問わず「志木市内」が最も多い。 

▪ 中心市街地エリアでの商業・サービス業の満足度は、全体・地域別では「普通」が多く、年齢別

では１０歳代と３０歳代で「やや満足」が高い。 

▪ 行政サービスの水準と市民の負担の関係がどうあるべきかでは、「行政サービスの水準も負

担も現状維持がよい」が年代・地域を問わず多い。 

▪ 情報の入手方法は、「広報誌『広報しき』」が最も多く、次いで、２０～８０歳代では「志木市ホー

ムページ」が、１０歳代と７０～８０歳代以上では「知人など」が多くなっている。 
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■ 市政への関心（単一回答） 

 
 

■ 市民の意見要望の反映（単一回答） 

 
 

■ 志木市の特色ある制度・事業（複数回答） 

 
 

 

  

総数

非常に関心がある

まあまあ関心がある

どちらともいえない

あまり関心がない

全く関心がない

無回答 25

151

20 2.2%

929

75

378

280

8.1%

40.7%

30.1%

100.0%

16.3%

2.7%

8.1 

40.7 

30.1 

16.3 

2.2 

2.7 

0% 20% 40% 60%

n=929
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■ 普段の買い物の場所（単一回答） 

 
 

■ 中心市街地エリアでの商業・サービス業の満足度（単一回答） 

 
 

■ 行政サービスの水準と市民の負担の関係（単一回答） 

 
 

■ 市の情報の入手先（単一回答） 

 

  

5.5 24.2 36.7 19.8 9.4 4.4

0% 50% 100%

（n=929）

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答
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２．子育て世帯向けアンケート調査 

（１）調査目的 

本市が将来にわたって都市活力を維持していくためには、引き続き“子育て世代”の定住を促

進していくことが重要となることから、子育て世代にターゲットを絞り、本市が子育て世代から選

ばれるためにはどのような施策・取組が必要なのかを明らかにし、計画策定の基礎資料とするこ

とを目的とする。 

 

（２）調査概要 

調査地域 志木市全域 

調査対象 市内で小学校６年生までのお子さんを育てられている 1,500 世帯 

調査方法 無作為抽出による郵送配布、郵送回収またはインターネット回収 

調査期間 令和 6 年 9 月 20 日(金)～令和 6 年 10 月 18 日（金） 

回収結果 
有効回収数 639 件（うちインターネット回答 314 件） 

回収率 42.6％ 

 

（３）結果概要 

① 居住理由 

▪ 志木市に住むことを決めた理由は「実家に近い」、「公共交通機関が充実している」、「住宅・土

地の価格や家賃が適正・安価」、「買い物環境が充実している」、「職場に近い」の割合が高い。 

▪ 最も重視したことでは「実家に近い」が約３割を占めるほか、「住宅・土地の価格や家賃が適

正・安価」、「職場に近い」、「公共交通機関が充実している」なども上位を占める。 
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■ 志木市に住むことを決めた理由（複数回答） 

 
 

■ 志木市に住むことを決めた理由として特に重視したこと（単一回答） 

 
 

  

総数

実家に近い

公共交通機関が充実している

住宅・土地の価格や家賃が適正・安価

買い物環境が充実している

職場に近い

静かな居住環境だから

治安が良い

良好な自然環境が近くに感じられる

まちのイメージが良い

教育環境が充実している

遊び場や公園が充実している

街並みや景観がよい

親との同居や相続があった

道路が整備されていて移動しやすい

子育て支援が充実している

自然災害に対する安全性が高い

医療・福祉施設が充実している

都会的な雰囲気がある

コミュニティ活動が充実している

その他

無回答

639

269

231

228

176

175

132

122

91

88

65

60

53

46

40

40

40

29

22

6

11.7%

3.4%

75

22

13.8%

6.3%

6.3%

4.5%

3.4%

0.9%

10.2%

9.4%

8.3%

7.2%

6.3%

100.0%

42.1%

36.2%

35.7%

27.5%

27.4%

20.7%

19.1%

14.2%

42.1 

36.2 

35.7 

27.5 

27.4 

20.7 

19.1 

14.2 

13.8 

10.2 

9.4 

8.3 

7.2 

6.3 

6.3 

6.3 

4.5 

3.4 

0.9 

11.7 

3.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

n=639

総数

実家に近い

住宅・土地の価格や家賃が適正・安価

職場に近い

公共交通機関が充実している

親との同居や相続があった

良好な自然環境が近くに感じられる

教育環境が充実している

治安が良い

買い物環境が充実している

子育て支援が充実している

静かな居住環境だから

自然災害に対する安全性が高い

遊び場や公園が充実している

街並みや景観がよい

まちのイメージが良い

道路が整備されていて移動しやすい

医療・福祉施設が充実している

都会的な雰囲気がある

コミュニティ活動が充実している

その他

無回答

639 100.0%

181 28.3%

128 20.0%

101 15.8%

66 10.3%

33 5.2%

15 2.3%

12 1.9%

9 1.4%

7 1.1%

6 0.9%

5 0.8%

4 0.6%

1 0.2%

0 0.0%

37 5.8%

24 3.8%

3 0.5%

3 0.5%

2 0.3%

1 0.2%

1 0.2%

28.3 

20.0 

15.8 

10.3 

5.2 

2.3 

1.9 

1.4 

1.1 

0.9 

0.8 

0.6 

0.5 

0.5 

0.3 

0.2 

0.2 

0.2 

0.0 

5.8 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40%

n=639
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② 定住意向 

▪ 「ずっと住み続けたい」と「できれば住み続けたい」の合計は 73.1％を占めており、子育て世帯

の定住意向は高い。 

▪ 「できれば引っ越したい」または「ぜひ引っ越したい」との回答は約１割で、その理由は「志木市

でないといけない理由がない」、「他自治体の方が子育て支援は充実している」、「公園など遊

べる場所が少ない」、「水害に不安がある」などの割合が高い。 
 

■ 定住意向（単一回答） 

 
 

 

③ 子どもを持つための必須条件 

▪ 子どもを持つための必須条件では「仕事と子育てが両立できる状態にあること」、「仕事・雇用

が安定し、経済状況に余裕があること」、「保育・小児医療の環境が充実していること」の３項目

が７割を超えており、特に重要視されている。 
 

■ 子どもを持つための必須条件（複数選択） 

 
 

  

総数

ずっと住み続けたい

できれば住み続けたい

できれば引っ越したい

ぜひ引っ越したい

わからない

無回答

639

149

318

61 9.5%

100.0%

23.3%

49.8%

5 0.8%

98

8

15.3%

1.3%

23.3 

49.8 

9.5 

0.8 

15.3 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=639

総数

仕事と子育てが両立できる状態にあること

仕事・雇用が安定し、経済状況に余裕があること

保育・小児医療の環境が充実していること

買い物など日常生活の環境が充実していること

子どもの遊び場や公園が充実していること

出産・子育てに係る金銭的補助が充実していること

身近に助けてもらえる人や環境があること

子育てに適した住まいが確保できること

自然災害の安全性が高いこと

周辺の教育環境が充実していること

産婦人科など産科医療の環境が充実していること

特にない

その他

無回答

376 58.8%

335 52.4%

335 52.4%

10 1.6%

0 0.0%

70.1%

447 70.0%

423 66.2%

416 65.1%

401 62.8%

330 51.6%

229 35.8%

7 1.1%

639 100.0%

465 72.8%

448

72.8 

70.1 

70.0 

66.2 

65.1 

62.8 

58.8 

52.4 

52.4 

51.6 

35.8 

1.1 

1.6 

0.0 

0% 50% 100%

n=639
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④ 子育て環境の満足度 

▪ 「買い物など日常生活の環境」、「保育・幼稚園の環境」、「住居と職場の距離」、「小児医療の

環境」、「身近に助けてもらえる人がいる等の環境」などで満足度が高い。 

▪ 「身近に助けてもらえる人がいる等の環境」は、「とても満足」の割合が 21.1％で最も高い。一

方、「やや不満」と「とても不満」の合計も２割を超えており、個人差が大きいことがうかがえる。 

▪ 「遊び場や公園」、「自然災害に対する安全性」は約３割が「やや不満」または「とても不満」と回

答しており、定住意向における引っ越したい理由とも共通している。 
 

■ 子育て環境の満足度（単一回答） 

 
 

  

１．住居と職場の距離

２．身近に助けてもらえる人がいる等の環境

３．出産・子育てに係る支援

４．子育てに関する情報発信

５．保育・幼稚園の環境

６．小児医療の環境

７．学校教育の環境

８．塾や習い事等の環境

９．遊び場や公園

１０．買い物など日常生活の環境

１１．家賃が安い、住宅が取得しやすい

１２．自然災害に対する安全性

18.8

21.1

4.5

4.5

12.7

11.3

7.4

6.9

7.7

18.5

4.5

6.6

29.7

23.8

25.0

24.6

36.9

35.7

31.9

26.4

26.3

39.1

21.1

21.3

30.8

31.0

49.9

54.9

39.6

35.4

46.2

49.3

30.4

30.8

49.8

43.3

14.1

17.4

16.1

12.7

8.5

13.8

10.5

13.1

26.9

8.3

17.1

22.1

5.0

6.1

3.3

2.2

1.6

3.0

2.8

3.3

8.1

2.8

6.6

6.1

1.6

0.6

1.1

1.1

0.8

0.9

1.3

0.9

0.6

0.5

0.9

0.6

0% 50% 100%

（n=639） とても満足 まあまあ満足 普通 やや不満 とても不満 無回答
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⑤ 子育て支援施策の認知度 

▪ 「子ども医療費助成制度」、「乳幼児医療費助成制度」の認知度がとくに高く、子供の健康や家

計のゆとりにつながる施策への注目度の高さがうかがえる。 

▪ 次に、「放課後志木っ子タイム」、「小学校水泳授業民間委託」など、主に小学生を対象とした

施策の認知度が高い。「ベーシックサポート事業」は全体としての認知度は低いが、中学生の

子を持つ世帯での認知度は比較的高い。いずれも対象年齢の子を持つ世帯の認知度が高い

ことから、必要な世帯へ情報発信ができていると言える。 

▪ 「早期不妊検査・不育症検査費助成事業」、「家庭児童相談室事業」、「ヤングケアラー支援事

業」などはまだ認知度が低く、対象年齢の子を持つ世帯にもあまり認知されていない状況にあ

ることから、更なる改善が必要である。 
 

■ 子育て支援施策の認知度（単一回答） 

 
 

  

１．志木市出産・子育て応援金

２．早期不妊検査・不育症検査費助成事業

３．パパママ学級

４．産前産後ケア事業

５．デマンド交通事業

６．乳幼児医療費助成制度 （０～６歳まで）

７．子ども医療費助成制度
　　（小学校１年生～１８歳まで）

８．すくすくしきっ子事業

９．リフレッシュ一時保育

１０．ファミリー・サポート・センター事業

１１．教育相談事業

１２．家庭児童相談室事業

１３．ヤングケアラー支援事業

１４．複数・少人数指導体制
　　～スマート・クラス事業～

１５．スタディサポート事業 （小学校）

１６．外国語教育推進事業

１７．放課後志木っ子タイム

１８．小学校水泳授業民間委託

１９．ベーシックサポート事業 （中学校）

32.4

7.0

44.8

39.0

61.8

83.4

90.1

22.2

34.9

45.5

20.2

9.2

5.9

29.9

15.6

16.3

71.5

68.2

7.2

29.4

23.6

39.6

36.5

20.8

11.0

7.7

31.8

37.4

41.0

42.1

41.5

36.2

27.9

31.8

29.4

15.2

12.1

14.2

37.1

68.2

14.1

23.6

16.9

5.0

1.6

45.1

27.2

12.7

36.9

48.2

57.1

41.3

52.1

53.5

12.2

19.1

77.2

1.1

1.1

1.6

0.9

0.5

0.6

0.6

0.9

0.5

0.8

0.8

1.1

0.8

0.9

0.5

0.8

1.1

0.6

1.4

0% 50% 100%

（n=639） よく知っている 聞いたことはある 知らなかった 無回答
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⑥ 子育て支援施策の評価 

▪ 「子ども医療費助成制度」と「乳幼児医療費助成制度」は９割以上、「放課後志木っ子タイム」は

８割以上が「今後も必要である」と回答している。その他もほとんどの施策で「今後も必要であ

る」が５割を超えている。 

▪ 「ヤングケアラー支援事業」は、高校生の子を持つ世帯の認知度が全体と比べ低いが、「今後

も必要である」と「充実・改善すべき」の割合は全体より高く、周知方法と併せて改善が求めら

れる。 

▪ 「ベーシックサポート事業」は、全体としては「わからない」の割合が高いが、中学生の子を持つ

世帯での認知度は高く、「今後も必要である」の割合も高いことから、需要のある施策と言える。 
 

■ 子育て支援施策の評価（単一回答） 

 
 

 

  

１．志木市出産・子育て応援金

２．早期不妊検査・不育症検査費助成事業

３．パパママ学級

４．産前産後ケア事業

５．デマンド交通事業

６．乳幼児医療費助成制度 （０～６歳まで）

７．子ども医療費助成制度
　　（小学校１年生～１８歳まで）

８．すくすくしきっ子事業

９．リフレッシュ一時保育

１０．ファミリー・サポート・センター事業

１１．教育相談事業

１２．家庭児童相談室事業

１３．ヤングケアラー支援事業

１４．複数・少人数指導体制
　　～スマート・クラス事業～

１５．スタディサポート事業 （小学校）

１６．外国語教育推進事業

１７．放課後志木っ子タイム

１８．小学校水泳授業民間委託

１９．ベーシックサポート事業 （中学校）

70.7

60.4

63.1

63.2

57.1

90.1

91.9

57.3

59.2

59.5

57.0

55.7

57.9

58.1

55.7

59.5

80.4

65.3

46.2

11.6

11.7

13.0

16.3

21.8

3.6

4.2

12.8

18.5

17.7

11.3

10.2

9.7

14.7

13.5

15.0

9.1

17.5

8.6

1.1

1.9

2.3

1.4

3.1

0.8

0.5

0.6

1.4

1.3

1.3

1.1

1.6

0.9

0.9

1.1

0.5

1.4

1.4

13.5

23.5

18.5

16.4

14.9

3.0

1.4

27.1

18.8

19.4

28.0

31.0

29.0

24.1

27.1

22.4

8.0

13.6

41.3

3.1

2.5

3.1

2.7

3.1

2.5

2.0

2.2

2.2

2.2

2.5

2.0

1.9

2.2

2.8

2.0

2.0

2.2

2.5

0% 50% 100%

（n=639）
今後も必要である 充実・改善すべき 不要である わからない 無回答
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３．市民ワークショップ 

（１）開催目的 

市民や関係団体の皆様など、本市のまちづくりを支えるメンバーから、本市の生活環境や各種

施策に対する意見・課題、新たなアイデア・提案など、市民目線からの生の声を集め、関係部署に

フィードバックしながら計画策定につなげることを目的とする。 

 

（２）開催概要 

参加者 
公募市民、各回のテーマに関連するまちづくり関連団体の市民、 

市の若手職員 

プログラム 

概    要 

 ワークショップはワールドカフェ方式で実施 

 前計画の「志木市将来ビジョン」で掲げた５つの基本目標をテーマに、

関連分野に対する課題やアイデア、本市がこれから目指すべき方向

性について自由に話し合い 

 各回の成果は、イラストやアイコンを用いてビジュアルに記録する“グ

ラフィックレコーディング”によりとりまとめて参加者全体で共有 

開催日程 

キックオフミーティング 令和 6 年 11 月 6 日（水） 

市長による本市における施策・取組の説明           34 名参加 

第 1 回 令和 6 年 11 月 19 日（火） 

テーマ「市民力が生きるまちづくり」                25名参加 

第２回 令和 6 年 11 月 20 日（水） 

テーマ「市民を支える快適なまちづくり」             23 名参加 

第３回 令和 6 年 11 月 21 日（木） 

テーマ「活力と潤いのあるまちづくり」               19名参加 

第４回 令和 6 年 11 月 27 日（水） 

テーマ「未来を支えるまちづくり」                 24 名参加 

第５回 令和 6 年 11 月 28 日（木） 

テーマ「健全でわかりやすい行政運営」             18 名参加 

 

（３）開催結果の概要 

① 第 1回 市民力が生きるまちづくり 

分野 目指したい姿・方向性 

子育て 

駅前に親も子どもも集える場、民間参加型の総合施設 

情報発信、届けたい人に届くように 

学校のプールの活用、保育園児の遊び場、親水公園のウォーターパークを増やす 

教育 

地域住民の力で子どもを育てる街 

市民の学校・教育への参加を充実させる 

子どもと大人の学びのネットワークを作る 

高齢者 

たくさん居場所があるまち 

コーディネーターの育成（充実） 

キョウイク（今日行く場所がある）、キョウヨウ（今日用事がある）、そういうまちづくり 
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市民協働 

志木市の市民活動をアピール！！ 

子どもから参加できるボランティア活動の充実 

市民活動フェスの開催 

すべての人 

愛着がもてるまち 

市民と行政のコミュニケーションの強化 

多様な人が集える場を創出 
 

 
 

② 第２回 市民を支える快適なまちづくり 

分野 目指したい姿・方向性 

健康 
身近に集える場所づくり 

魅力的な健康情報の発信 

福祉 
だれもが集まれる幸せな場（心のバリアフリー） 

どんなことでも気軽に相談できる場所があると良い！（ワンストップサービスで） 

生涯学習 

伝統文化、資源の発信、提案、継承、探求 

すべての人（子供、高齢者、外国籍・障がいのある方）交流しながら学べる場 

各種団体交流連携 

スポーツ 

市民スポーツ交流イベントの開催 

スポーツ設備の充実 

スポーツ情報発信 
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③ 第３回 活力と潤いのあるまちづくり 

分野 目指したい姿・方向性 

産業振興 

空き店舗の活用（シェアキッチン等） 

中小企業のつながりの強化（コラボ） 

農地利用方法の拡充（市民農園・子ども食堂） 

観光 

志木の魅力・良さ再発見・発信 

外国人インバウンド、他県の方の呼び込み 

「五感・体感・ホーム感」 

水と緑 

川を活かしたまちづくり 

緑を豊かに楽しむ 目で見て楽しいまち 映えるまち 

地域全体で見守ろう 

地球環境 

水がきれいなまち 

資源を活用したスポットの建設 

次世代へつなぐ廃棄物ゼロ 

資源循環 

リサイクルのしやすい環境のある街 

意識高いクリーンな街 

フードロスの少ない街  
 

 
 

④ 第４回 未来を支えるまちづくり 

分野 目指したい姿・方向性 

都市基盤 

雨水の再利用 

移動しやすいまち 

公園の活性化 

交通 

死亡事故ゼロ‼の町 

狭い道路でも安全通行が出来るための指導と路面標示等の活用 

公共交通（コミュニティバス含む）の有効活用 

消防・防犯 

外灯を増やし明るい街 志木を目指す 

安全マップの作成（消火器、AED 設置場所）による安全安心な街作り 

こども防犯パトロール隊の設置による犯罪のない街作り 

防災 

誰一人とり残さない皆にやさしい防災 

誰もが参加したくなる楽しい防災イベントの充実 

市民の防災意識の向上と情報の共有 
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⑤ 第５回 健全でわかりやすい行政運営 

分野 目指したい姿・方向性 

行財政 

現状・目標・施策・課題の可視化 

市政への市民参加の推進 

市民と共創した人材育成・確保とその活用 

情報発信 

若者、子育て世代に向けたＳＮＳの強化（インスタ、ショート動画、公式 LINE） 

高齢者に向けた情報共有の場（集えるサロンの拡充とポイント制の活用） 

市役所による受け手目線に立った情報発信 

DX 

デジタルが使える人がいるまち 

アナログとデジタル 共存するまち 

手間を省く‼余計な事はしない！まち 
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４．意見公募手続 

 

第二次志木市将来ビジョン（第六次志木市総合振興計画）将来構想/前期実現計画/第三期

志木市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定にあたり、志木市意見公募手続条例に基づき、計

画素案を公表し、意見公募（パブリックコメント）を実施しました。 

 

■意見公募期間 

令和７年９月１日（月）から９月３０日（火）まで 

 

■閲覧場所及び市民意見シートの配布場所 

市ホームページ、政策推進課、市民サービスステーション、柳瀬川駅前出張所、いろは遊学館、

宗岡公民館、宗岡第二公民館、柳瀬川図書館、いろは遊学図書館 

 

■意見公募の結果 

人数 ················ 10 人 

意見件数 ·········· 17 件 
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５ 具体的施策と SDGsの対応表 
 

前期実現計画の具体的施策と SDGs の主な関係は以下のとおりです。 

  

来ビ ５ 前期実現計画と SDGs の関係 

４ 
 

来ビジョン用語解説 
 

用語解第１ 
 

４ 
 

来ビジョンの策定経過 

 
 

用語解説 
 

１ 
 

 
 

①貧困 ②飢餓 ③保健 ④教育

１－１　健康、医療

1 健康意識の啓発と健康管理の促進 ●

2 健康的な生活習慣の実践の推進 ●

3 途切れることのない健康づくりの推進と環境づくり ●

4 歯と口腔の健康づくりの推進 ●

5 食を通じたまちづくり ●

6 地域医療体制の充実 ●

7 国民健康保険事業等の安定運営 ●

１－２　スポーツ推進

1 ライフスタイルに応じたスポーツ習慣・健康づくりの機会の充実 ●

2 スポーツにかかわるきっかけづくり ●

3 スポーツ・レクリエーション活動をささえる環境づくり ●

１－３　支えあい、福祉、セーフティネット

1 市民力との協働による地域生活課題への対応 ●

2 重層的な支援体制の充実 ●

3 生活困窮者等の自立のための環境づくり ● ●

4 ひきこもり、ケアラー、家族等支援、孤立・孤独対策 ●

5 ＤＶのない社会の実現と被害者支援 ●

１－４　高齢者の生活支援、介護

1 健康づくり・介護予防の一体的な推進 ●

2 地域活動への参加と生きがいづくりの促進 ●

3 相談・支援体制の強化 ●

4 在宅生活の継続支援 ●

5 認知症施策の推進 ●

6 介護保険事業の安定運営と介護保険サービスの向上 ●

２－１　子ども・子育て支援

1 妊産婦と子ども・子育て世帯への支援 ●

2 子どもと家庭の健康づくり ●

3 子どもの育ちと学びをつなげるための支援 ●

4 子育てと仕事の両立 ●

5 地域と連携した子育て支援 ●

２－２　学校教育

1 子どもたち一人ひとりの可能性を伸ばす教育の推進 ●

2 学びの多様化に対応する環境の整備 ●

3 これからの子どもたちに求められる学力・体力の育成 ●

4 地域とともにある学校づくりの発展 ●

5 安全で安心な学校づくり ●

6 快適な教育環境づくり ●

３－１　産業振興、就業支援

1 中小企業の経営支援

2 活気ある商工業の振興

3 地域農業の活性化 ●

4 消費者の保護と自立支援

5 雇用の創出と就業・就労支援の充実

３－２　にぎわい創出、観光

1 まちのにぎわい創出

2 中心市街地活性化

3 地域の観光資源の発掘と魅力的な事業の展開
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本市は、まちの将来像「よりそう想い 広がる絆 いいね！がいっぱい 志木のまち」を掲げ、

市民等と連携してその実現を目指します。このため、すべての具体的施策をＳＤＧｓのゴール

「１７．パートナーシップで目標を達成しよう」に関係づけています。 

⑤ジェンダー ⑥水・衛生 ⑦エネルギー ⑧成長・雇用 ⑨イノベーション ⑩不平等 ⑪都市 ⑫生産・消費 ⑬気候変動 ⑭海洋資源 ⑮陸上資源 ⑯平和 ⑰実施手段

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

● ● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

● ●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ●

● ●

● ●

● ●

● ●
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  ①貧困 ②飢餓 ③保健 ④教育

３－３　緑地、水辺、公園

1 みどり豊かな暮らし

2 安全で快適な公園の整備

３－４　市民協働、コミュニティ、交流

1 市民とともにある市政運営の推進

2 市民参加と協働の推進

3 地域コミュニティの活性化

4 コミュニティ拠点の整備

5 異文化理解の促進

３－５　生涯学習、文化振興、文化財

1 新たな学びのきっかけづくり ●

2 生涯にわたり学ぶことができる環境づくり ●

3 学びが生かせるまちづくり ●

4 文化財保存・活用のつながりづくり ●

４－１　都市基盤、住宅、道路、上下水道

1 持続可能なまちづくりの推進

2 良好な住環境施策の推進

3 道路環境の整備

4 安全な水の安定供給

5 下水道機能の維持向上

6 災害に強い上下水道システムの構築

４－２　交通利便性、交通安全

1 交通の利便性の向上

2 交通安全対策の推進 ●

４－３　防災・防犯

1 水害対策

2 防災体制の充実

3 まちの防災機能の向上

4 緊急事態への対応強化

5 防犯体制の充実

6 消防体制の強化

7 空き家等対策

４－４　地球環境保全、資源利活用

1 地球温暖化対策

2 自然を生かす環境対策の推進

3 廃棄物の適正処理とごみの排出抑制

５－１　健全な行財政、自治体ＤＸ、公共施設マネジメント

1 持続可能な行財政運営

2 デジタル技術を活用した業務効率化と市民サービスの向上

3 適正な人事管理と働き方の推進

4 長期的な視点を持った公共施設の最適な配置

５－２　情報公開、広報・広聴、シティプロモーション

1 開かれた行政の推進

2 広報・広聴力の強化

3 シティプロモーションの推進

4 情報セキュリティの強化、個人情報保護制度の運用

５－３　人権、男女共同参画

1 誰一人取り残されない人権啓発・教育の推進 ● ● ●

2 男女共同参画の推進 ● ●
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本市は、まちの将来像「よりそう想い 広がる絆 いいね！がいっぱい 志木のまち」を掲げ、

市民等と連携してその実現を目指します。このため、すべての具体的施策をＳＤＧｓのゴール

「１７．パートナーシップで目標を達成しよう」に関係づけています。 

⑤ジェンダー ⑥水・衛生 ⑦エネルギー ⑧成長・雇用 ⑨イノベーション ⑩不平等 ⑪都市 ⑫生産・消費 ⑬気候変動 ⑭海洋資源 ⑮陸上資源 ⑯平和 ⑰実施手段
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６ 用語解説 
 

【数字】 
 

４つの食育の「わ」 

本市で推進している、和食文化の和（わ）、人（地

域）のつながりの輪（わ）、環境配慮の環（わ）、会話

の話（わ）の４つの「わ」をキーワードとした食育。 

 

８０５０問題 

８０歳代の親が自立できない事情を抱える５０歳

代の子どもの生活を支えるために、経済的にも精神

的にも強い負担を請け負うという社会問題。 

 

【英字】 
 

ＡＣＰ 

「Advance Care Planning」の略で、将来の

変化に備え、将来の医療及びケアについて、本人を

主体に、そのご家族や近しい人、医療・ケアチーム

が繰り返し話し合いを行い、本人による意思決定を

支援する取組。「人生会議」とも呼ばれる。 

 

ＣＯＰＤ 

「Chronic Obstructive Pulmonary Disease」

の略で、慢性閉塞性肺疾患のこと。有毒な粒子やガ

ス（主にたばこの煙）の吸入により肺に炎症を起こす

進行性の疾患。 

 

ＩＣＴ 

「Information and Communication Technology」

の略で、情報技術（IT）に通信（Communication）

を加えた情報通信技術の総称。コンピュータ、ネット

ワーク、ソフトウェア、通信機器などを活用し、情報

の収集、処理、伝達、保存、共有を行う技術体系で

あり、教育、医療、産業、行政など多岐にわたる分野

で活用されている。 

 

ＫＰＩ（重要業績評価指標） 

「Key Performance Indicator」の略で、目標

を達成するための取組の進捗状況を定量的に測定

するための指標。 

 

ＱＯＬ 

「Quality Of Life」の略で、「生活の質」や「生活

の満足度」を意味する。 

 

 

 

 

 

【あ】 
 

アーバンスポーツ 

BMX、スケートボード、パルクール、インラインス

ケート、ブレイクダンスなどの都市型スポーツ。 

 

インフォーマルサービス 

行政など公的機関や専門職による制度に基づい

た支援やサービスではなく、家族や地域住民、同じ

経験を持つ人などが無償で提供する、制度に基づ

かない支援やサービス。 

 

オーラルフレイル 

加齢による衰えのひとつで、食物を噛んだり、飲

み込んだりする機能が低下したり、滑舌が悪くなっ

たりするなど、口腔機能が低下しつつある状態。 

 

【か】 
 

カーボンニュートラル 

温室効果ガスの排出量から、吸収や除去による

量を差し引いて、実質的に排出をゼロとすること。

再生可能エネルギーの利用促進や省エネルギー化

などにより、地球温暖化の防止を図る取組。 

 

グリーンインフラ 

自然環境が有する多様な機能を活用し、災害の

軽減、生物多様性の保全、快適な生活環境の形成

などを図る社会資本整備の考え方。公園、河川、農

地、森林などを有機的に連携させて活用する取組。 

 

合計特殊出生率 

女性一人が生涯に産むと予測される子どもの平

均数を示す指標。 

 

校内支援ルーム 

中学校に設けられた、生徒が安心して学び・過ご

すためのスペース。不登校や情緒面の不安、学習

上のつまずきなど、多様な課題を抱える生徒が自分

のペースで学べる環境を提供するために設置され、

不登校対策支援員などが支援にあたる。 

 

国土強靭化 

災害に対する事前の備えとして、最悪の事態を念

頭に置いて、人命を守り、経済社会が致命的な被害

を受けず、被害を最小化して迅速に回復する「強さ

としなやかさ」を備えた安全・安心な国土・地域・経

済社会をつくっていくための取組。 

 

１ ６ 用語解説 



 

 145 

資料編 

こども家庭センター 

すべての妊産婦と子育て世帯、子どもを対象とし

た母子保健と児童福祉の一体的な相談支援を目的

とした、子育て支援の総合相談窓口。 

 

こども誰でも通園制度 

すべての子どもの育ちを応援し、子どもの良質な

成育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭に

対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわらな

い形での支援を強化するため、現行の幼児教育・保

育給付に加え、月一定時間までの利用可能枠の中

で、就労要件を問わず時間単位等で柔軟に利用で

きる新たな通園給付。 

 

コミュニティ・スクール 

学校運営協議会制度。学校と地域住民等が力を

合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる

「地域とともにある学校」への転換を図るための有

効な仕組み。学校運営に地域の声を積極的に生か

し、地域と一体となって特色ある学校づくりを進め

ていくことができる。 

 

コンパクト・プラス・ネットワーク 

人口減少社会において、居住や生活機能を一定

の拠点に集約（コンパクト化）し、拠点間を公共交通

などで結ぶネットワークを形成する考え方。持続可

能で利便性の高い都市構造の実現を目指す都市

政策の方向性。 

 

【さ】 
 

シェアサイクル 

都市内に設置された複数のサイクルポートにおい

て、自転車を借りたり返却することができる仕組み。

公共交通の機能を補完し、観光振興や地域の活性

化等に資するなど、公共的な交通手段として位置づ

けられている。 

 

自治体ＤＸ 

DX は「Digital Transformation」の略で、デ

ジタル技術を活用して行政サービスや組織のあり

方そのものを変革する取組。行政サービスの単なる

デジタル化ではなく、行政事務の業務フローを見直

し、職員の業務負担の軽減や住民サービスの利便

性向上を目指す。 

 

シティプロモーション 

地方自治体などが地域の魅力を戦略的に発信し、

観光客や移住者などを呼び込み、地域活性化や持

続可能なまちづくりを目指す活動。単なる広報活動

にとどまらず、地域のブランドイメージ向上、交流人

口・定住人口の増加、地域経済の活性化などを目

的とし、観光振興、住民協働、移住促進など、さまざ

まな取組を包括する。 

 

市民力 

市民が持っている知識や経験、熱意や人のつな

がり等、一人ひとりの力。 

 

小１プロブレム 

小学校に入学したばかりの１年生が新しい環境に

うまく適応できず、集団行動がとれない、授業中座

っていられない、話を聞かないなどの状態が数か月

継続する状態。 

 

主観的健康感 

自身がどの程度健康だと感じているかを主観的

に評価する指標。 

 

【た】 
 

タイムライン（防災行動計画） 

災害の発生を前提に、防災関係機関が連携して

災害時に発生する状況を予め想定し共有した上で、

「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災行

動とその実施主体を時系列で整理した計画。国、地

方公共団体、企業、住民等が連携してタイムライン

を策定することにより、災害時に連携した対応を行

うことが可能となる。 

 

地域共生社会 

子ども、障がい者、高齢者、生活困窮者など、必

要に応じて住み慣れた地域で福祉的な支援やサー

ビスを受けながら、それぞれの立場や状況に関わら

ず、互いに理解し、尊重し、支え合う社会のこと。 

本市では、令和５年４月に、わかりあい、支えあい、

誰もが輝く社会を実現するため、「志木市地域共生

社会を実現するための条例」を施行した。 

 

チームオレンジ 

認知症と思われる初期の段階から、心理面・生活

面の支援として、市町村がコーディネーターを配置

し、地域において把握した認知症の方の悩みや家

族の身近な生活支援ニーズ等と認知症サポーター

（基本となる認知症サポーター養成講座に加え、ス

テップアップ講座を受講した者）を中心とした支援

者をつなぐ仕組み。 

 

地産地消 

地域で生産された農林水産物（食用に供される

ものに限る。）を、その生産された地域内において消

費すること。 
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中心市街地活性化基本計画 

「中心市街地の活性化に関する法律」に基づき、

中心市街地における都市機能の増進、経済活力の

向上を推進するため、市町村が、商工会等で構成さ

れる協議会と連携して作成する計画。国の認定を

受けた計画に対しては、関係府省庁が連携して重

点的に支援を行う。 

 

重複頻回受診・重複多剤服薬 

「重複頻回受診」は、同じ病気で複数の医療機関

を受診したり、同じ病気で同じ医療機関を短期間に

何度も受診すること。「重複多剤服薬」は、複数の医

療機関で処方された同じ効能・成分の薬を服用した

り、必要以上に多くの種類の薬を服用している状態。 

 

デジタルデバイド 

インターネットやパソコン等の ICT（情報通信技

術）を利用できる者と利用できない者との間に生じ

る格差のこと。 

 

デジタル田園都市国家構想 

地方創生の一環として、デジタル技術を活用して

地方の活性化を図る国家戦略。地域の特性を生か

し、住民の生活の質の向上や地域経済の活性化を

目指す。 

 

デマンド交通 

固定された路線や時刻表がなく、多様な運行形

態により利用者の予約に応じて運行する地域公共

交通サービス。志木市では既存タクシーを活用して、

自宅と共通乗降場又は共通乗降場間を低額で利用

できる事前連絡制の公共交通サービスとして実施

している。 

 

【は】 
 

ポリファーマシー 

単に服用する薬の数が多いことだけではなく、多

くの薬を服用しているために副作用を起こしたり、

きちんと薬が飲めなくなったりしている状態。 

 

不読率 

１か月間に本を１冊も読まない児童・生徒の割合。 

 

 

 

 

【ら】 
 

立地適正化計画 

持続可能な都市構造への再構築を目指し、人口

減少社会に対応したコンパクトシティを実現するた

め、市町村が必要に応じて策定するマスタープラン。

持続可能なまちづくりに向けて、居住機能や医療・

福祉・商業、公共交通等のさまざまな都市機能を誘

導する区域や施策等を位置づける。 

 

令和の日本型学校教育 

文部科学省が掲げる、時代の変化に対応した新

しい学校教育のあり方。主体的・対話的で深い学び

を重視し、個性を尊重した教育の推進を目指す。具

体的には、GIGA スクール構想の実現や ICT を活

用した学びの充実、教員の専門性向上などが含ま

れる。 
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第二次志木市将来ビジョン 

(第六次志木市総合振興計画) 
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